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マ

るク

おいて武器誇出、軍事援助（当面関係国

の国内治安用）を実施する。｀

(S) ·重要物資の翰送路の妥全を独力で確保

することは到底不可能であるので、 マ ラッ

カ海峡の自力防衛のどとき溝想はとらず、

次の手段をとるっ

イ 轄送路周辺諸国妃紛争が起ることな

きようわが国の政治カ ・ ・経済力を行使

するととも匠、これら地域との友好·

協力関係を深め、 有事の除妃念いても

わが固商船の航．行が円滑であることを

期する。· • ― -
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重要物資の翰入先の可及的分散をは

かる。�

核兵器花ついては、 N ·p_:T妃参加する

ど否と陀かかわらず｀ 当面核兵器は保有

しない政策をとるが、 核兵器製造の経済

的 ・ 技術的ポテンジャルな宮陀保持する

とと恣花これ陀対する製肘をうけないよ
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